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募集するテーマ 

 

分野・テーマ 

＜ユーザーの利便性向上＞ 

技術の活用により安全かつ便利に金融サービスを利用できる環境を実現する。 

・キャッシュレス決済の普及（例：決済手段の拡充、対応店舗の普及、互換性の向上、デジタ

ル給与の普及） 

・オンライン取引の普及・利便性向上（例：コスト低減、操作・管理方法の簡易化） 

・決済・送金の利便性・安全性向上（例：コスト低減、決済機能以外の付加価値の拡充） 

・より手軽な融資等サービス（例：短時間の審査、低金利） 

・高齢者向けサービス（例：認知機能低下を補うサービス、デジタルデバイドの解消） 

・外国人対応（例：海外旅行者向けサービス） 

＜資産形成・資産運用＞ 

個人の資産を把握・選択・運用・管理する一連の行動を支援する。 

・手軽に始められる投資商品やサービス（例：少額投資、コスト低減、投資助言） 

・資産管理の利便性向上（例：銀行・保険・証券・相続等の一括管理） 

・パーソナルアドバイザリーサービス（例：最適な金融機関・サービスの紹介、AIによる商品

レコメンド、AIによる金融セカンドオピニオン） 

・金融教育の促進、金融リテラシーの向上（例：資産運用や保険に関する教育ツール） 

・運用分析・リスク管理の高度化（例：AIによる投資判断） 

・地域性のあるサービスへの投資（例：地方創生サービス） 

＜業務効率化＞ 

デジタル技術やAIにより、金融関連業務や金融サービスを効率化・自動化・高度化する。 

・業務の効率化（例：経理、本人確認、OCR）  

・データ利活用の促進（例：データのオープン化、金融を活用した共創型の課題解決） 

・生成AIの活用（例：データ分析・予測、不正検知、チャットボット） 

・中小企業に対する金融サービスのデジタル化及びデジタルデバイドの解消 

・多様な対象が利用できる資金調達（例：個人、中小企業、スタートアップ） 

＜リスク・コンプライアンス＞ 

安全で信頼性の高い金融環境を構築する。 

・法令を順守した金融商品推奨プロセスの実現（例：AIによるコンプライアンス判断） 

・セキュリティ強化（例：マネーロンダリング対策、フィッシング対策、不正検知システム、

金融コンプライアンス・不正対策、新しい技術への対応） 

・物件価値評価の高度化（例：AIによる物件価値評価） 

＜新技術＞ 

新技術を活用し、金融サービスの仕組みや資金の流れを革新する。 

・ブロックチェーンを活用した金融サービス（例：セキュリティトークン、ステーブルコイ

ン、分散型セキュリティシステム） 

・サプライチェーンファイナンスの推進（例：資金回収の早期化、貿易手続きの合理化） 

・P2P型金融サービスの拡大（例：融資、保険、投資）  

※Peer-to-Peerの略称。サーバを介さずに端末同士で直接データの共有ができる通信技術等 

・カーボンクレジット取引の活性化（例：取引プラットフォームの構築、クレジットの信頼性

向上） 

・金融業・非金融業の協業や、非金融業によるFintech活用・金融業参入（例：エンベデッド

ファイナンス） 

（注）下線部は今年度新たに追加したテーマ 


